




































































































































































































































































































































































































工作で扱うアルミニウム針金の線径は順に∅ 4mm・∅ 3.5㎜・∅ 3mm・∅ 2.5㎜・

































































































































































































100種を超える。道具では，紙工作（切る /穴あけ /つまむ /留める），木材工作や竹類（切
る /穴あけ /研磨 /削る /打つ /組む /測る），金属工作（切る /曲げる /打つ /押す），塑
像・焼成（モデリング /成形 /組む /たたく /打つ /彩る）等 60～ 80種が挙げられ，工
作の志向別に各種道具の特性が活用される。
素材と道具の種類の活用は授業者の力量にもよるが，学習編成の題材から想定し少なく
とも各々 30種は活用する必要がある。しかし，年間 50時間弱の図工科授業では活用数
は限られる。可能な限りの素材と道具の多用は望ましいが，授業数と学習編成を調整し，
主だった素材と道具に限定し工作の題材を計画したい。要は両者の段階的な汎用である。
工作では空間工作，並べて組み合わせる造形，飛ばして遊ぶものを作る，構想を練り計画
的に作る，仕組みを工夫しながら作る，形や色を工夫して作る，材料から発想して立体に表す，
色や形の楽しさや構造を考えて作る，というものが代表的な題材に挙げられ，各時期の表現
傾向に沿い反復的かつ継続的，多角的な学習編成が組まれている。また，題材の多くは包括
的な学習内容で客観的に示している。複数年を通して反復的に扱う題材の場合には特定の素
材や道具，造形観を学年別に指定しているが，それは素材加工の難易度と思考力の発達に準
じたものである。道具についても同様に 6年間を通して扱う基本的なものと，手の機能の発
達に合わせ適宜設けるものが指定される。自ずと工作表現の内容は単純なものから複雑なも
のへと段階的に移行し，並行して素材と道具の活用も難易度と種類を増し活動の幅は広がる。
とりわけ構造性や空間性の表現にある工作では，素材と道具の活用を軸に思考の立体
化を図り感性を培う。主として素材の選択，素材の特性，道具による素材の加工と変容，
接着接合がこれに該当する。実践指導を視野に教材観から表現を具体化し，その意義を
確認するのが工作の実技研究の狙いである。
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